
CS-GXLシリーズ分離用小形

小形超遠心機用 13.5ml、35°の

　遠心機を用いて肝臓などのホモジネートを各

胞分画の最初の粗分離は密度勾配液を使用しな

時、ロータはペレッティングに適したアングル

遠心機用アングルロータとしては最も一般的な

ータ角度の大きなアングルロータ（ロータ角度

ト形成角度の違いと操作性について検討しまし

１． 使用機種

　遠心機：CS150GXL 形小形超遠心機

　ロータ：S55A 形アングルロータ

　遠心管：10PC ボトル

２．遠心条件

　回転数：12,000rpm

　時間：20 分

３．ロータの仕様

　最高回転数：55,000rpm

　最大遠心加速度：260,000xg

　ロータ角度：35 度

　ロータ最大容量：13.5ml ×8 本 = 108ml

　10PC ボトル使用時の最大実用量：8.5ml×

　10PC ボトル使用時の 55,000rpm での K フ

　ロータの材質：アルミニウム合金

　適用遠心機本体：CS-GXL シリーズおよび

新形アングルロータ
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４．ペレットの形成状態と操作性について

 　　　Fig.1  新型 S55A 形アングルロータ（ロータ角度 35 度）でのペレット形成状態　　

　　　　　　　Fig.2  従来のロータ角度 26 度（P90AT）でのペレット形成状態

　　遠心後のペレット形成は 35 度の新型ロータではペレットの下端が遠心管の底の頂点近辺まで落ち

ているのに対し、従来のロータ角度（26 度）のロータではチューブ壁に残っています。このようなペ

レットの角度の違いは僅かであっても上清を分取する際の上清分取量に関係してきます。ペレットの

上端面が高ければ高いほど分取できる上清量が少なくなる可能性があります。これは、上清を分取す

るに従い、液界面がペレット面に近づき、ペレット面に触れた時にペレットを形成している沈殿が液

中に混濁し始め、上清の分取が難しくなる場合があるからです。特にオルガネラの分離ではこのよう

な傾向にあり、ロータ角度 35 度の S55A 形アングルロータが有利になります。

　

なお、本資料に関するお問い合わせは日立工機(株)ライフサイエンス機器事業部アプリケーション担当

(Tel 029-276-9605)までお願いいたします。
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